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雨
上
が
り 

２
０
１
３
年
も
３
月
に
入
り
、
ポ
カ
ポ
カ
陽

気
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

花
粉
症
に
つ
い
て
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

花
粉
症
の
原
因
は
、
も
ち
ろ
ん
、
花
粉
で
す
。 

自
分
が
本
当
に
花
粉
症
な
の
か
を
知
る
上

で
も
、
花
粉
の
飛
散
時
期
を
知
る
こ
と
は
重
要

で
す
。
場
所
に
よ
っ
て
飛
散
時
期
は
違
い
ま
す

が
、
代
表
的
な
時
期
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

花
粉
症
で
最
も
多
い
「
ス
ギ
花
粉
症
」
は
２

月
頃
か
ら
飛
散
が
始
ま
り
ま
す
。 

春
の
花
粉
症
は
主
に
樹
木
の
花
粉
の
飛
散
時

期
で
す
。
花
粉
症
を
発
症
す
る
人
が
最
も
多
い

の
も
こ
の
季
節
で
す
。 

ス
ギ
（
２
月
か
ら
４
月
北
海
道
を
除
く
全

国
）
ヒ
ノ
キ
（
３
月
か
ら
５
月
関
東
以
南
）
ネ

ズ
（
４
月
か
ら
５
月
北
海
道
を
除
く
全
国
） 

夏
の
花
粉
症
は
主
に
イ
ネ
科
の
花
粉
の
飛

散
時
期
で
す
。
ち
ょ
っ
と
他
の
人
よ
り
遅
く
花

粉
症
に
な
る
人
は
、
こ
れ
ら
の
花
粉
が
原
因
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
カ
モ
ガ
ヤ
、
オ
オ
ア
サ
ガ
エ

リ
、
ハ
ル
ガ
ヤ
な
ど
（
４
月
か
ら
７
月
全
国
） 

秋
の
花
粉
症
は
主
に
キ
ク
科
の
花
粉
の
飛 

散
時
期
で
す
。
少
し
肌
寒
く
な
っ
て
く
る
時
期

で
す
が
、
風
邪
と
勘
違
い
せ
ず
予
防
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

ヨ
モ
ギ
（
８
月
か
ら
９
月
全
国
）
ブ
タ
ク
サ
（
９

月
か
ら
１
０
月
全
国
）
カ
ナ
ム
グ
ラ
（
８
月
か

ら
１
０
月
全
国
）
こ
う
し
て
み
る
と
、
花
粉
は

ほ
ぼ
一
年
中
飛
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
と

思
い
ま
す
。 

冬
し
か
花
粉
症
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
と
悩

む
人
が
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
予
防
と
し

て
は
、
目
の
症
状
な
ら
ゴ
ー
グ
ル
や
洗
眼
、
鼻

の
症
状
な
ら
マ
ス
ク
、
食
事
時
は
お
茶
の
活
用

な
ど
で
、
ま
た
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
乳
酸
菌
が
免

疫
機
能
を
正
常
に
保
っ
て
く
れ
る
働
き
を
す

る
の
で
、
花
粉
症
の
症
状
を
緩
和
す
る
の
に
力

を
発
揮
す
る
そ
う
で
す
。
花
粉
の
種
類
や
、
予

防
法
な
ど
参
考
に
し
て
み
て
下
さ
い
！ 

 

 

  
 

春
闘
一
日
総
行
動 

 

駅
頭
早
朝
宣
伝
は
じ
め 

市
役
所
要
請 

 

北
九
州
商
工
会
議
所
要
請 

九
州
電
力
要
請
に 

 

 

北
九
州
春
闘
共
闘
連
絡
会
は

２
月
２
７
日
（
水
）
に
北
九
州

地
域
一
円
に
お
い
て
２
０
１
３

年
春
闘
の
た
た
か
い
を
前
進
さ

せ
る
た
め
の
、
一
日
総
行
動
を

展
開
し
ま
し
た
。 

 

早
朝
７
時
か
ら
黒
崎
駅
・
７

時
１
５
分
か
ら
、
西
小
倉
・
門

司
・
戸
畑
の
各
駅
で
、
春
闘
ビ

ラ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、

出
勤
途
中
の
市
民
に
「
賃
金
引

き
上
げ
で
デ
フ
レ
不
況
脱
却

を
！
」「
労
働
条
件
の
改
善
・
雇

用
の
安
定
」「
声
を
あ
げ
よ
う
！

職
場
・
地
域
・
政
治
を
変
え
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

早
朝
宣
伝
に
は
、
の
べ
２
４

名
が
参
加
し
、
約
一
時
間
で
春

闘
ビ
ラ
９
５
０
枚
を
配
布
し
ま

し
た
。 

 

早
朝
宣
伝
終
了
後
、
９
時
１
５
分

か
ら
北
九
州
市
職
労
本
庁
支
部
会

議
室
に
お
い
て
、
意
思
統
一
集
会
を

開
き
、
当
日
の
行
動
予
定
を
確
認
し

ま
し
た
。 

 

北
九
州
市
に
対
す
る
要
請 

１
０
時
か
ら
１
１
時
ま
で
の
１

時
間
、
市
庁
舎
８
階
の
８
２
号
会
議

室
で
行
わ
れ
、
行
政
側
は
、
雇
用
開

発
室
次
長
と
労
政
企
画
係
長
が
対

応
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
道
下
事
務

局
長
が
２
０
１
３
年
春
闘
に
あ
た

っ
て
の
「
全
労
連
統
一
要
請
書
」
に

基
づ
い
て
、
公
務
員
賃
金
の
一
方
的

な
引
下
げ
中
止
、
最
低
賃
金
１
０
０

０
円
以
上
に
、
な
ど
、
９
項
目
に
わ

た
り
要
請
し
ま
し
た
。
次
に
、
福
建

労
北
九
州
支
部
か
ら
新
屋
敷
書
記

長
が
、
２
０
１
２
年
５
月
か
ら
制
度

実
施
と
な
っ
た
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
」
の
現
段
階
で
の 

継
続
な
ど
、
４
項
目
の
要
請
を

し
ま
し
た
。 

北
九
州
商
工
会
議
所
に
対
す

る
要
請 

 

１
１
時
３
０
分
か
ら
、
北
九

州
商
工
会
議
所
を
訪
問
し
、
全

労
連
統
一
要
請
書
や
国
会
に
お

け
る
首
相
、
財
務
大
臣
の
最
近

の
賃
上
げ
推
進
論
な
ど
の
話
題

に
つ
い
て
懇
談
し
「
労
働
者
の

雇
用
拡
大
」「
労
働
法
規
遵
守
の

指
導
」
な
ど
８
項
目
に
わ
た
り

要
請
し
ま
し
た
。 

 

北
九
州
市
議
会
に
対
し
て

は
、
年
金
者
組
合
北
九
州
協
議

会
が
江
口
議
長
を
先
頭
に
、
日

本
共
産
党
市
議
団
を
紹
介
議
員

と
し
て
、
年
金
支
給
額
の
２
・

５
％
削
減
反
対
、
年
金
課
税
見

直
し
反
対
な
ど
、
５
項
目
に
わ

た
る
請
願
書
を
提
出
し
ま
し

た
。 

 

要
請
行
動
は
、
１
４
団
体
、

２
９
名
の
参
加
に
よ
り
成
功
裡

に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

問
題
点
（
制
度
利
用
の
制
限
・

申
請
の
困
難
さ
）
を
指
摘
し
た

う
え
で
、「
住
宅
改
修
な
ら
何
に

で
も
使
え
る
制
度
に
」
な
ど
３

項
目
の
要
請
を
し
ま
し
た
。
ま

た
同
じ
福
建
労
の
村
上
さ
ん
は

市
内
で
横
行
し
て
い
る
、
公
共

事
業
に
お
け
る
下
請
け
業
者
の

現
状
（
口
約
束
・
指
値
発
注
・

契
約
書
が
で
き
る
前
の
工
事
着

工
）
な
ど
を
指
摘
し
、
北
九
州

市
が
「
公
契
約
条
例
」
を
制
定

し
、「
公
共
事
業
な
ど
に
従
事
す

る
労
働
者
に
は
適
正
な
労
働
環

境
と
賃
金
労
働
条
件
を
確
保
す

る
こ
と
」
な
ど
７
項
目
の
要
請

を
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
建
交

労
、
入
江
委
員
長
は
、
失
業
者

の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
、「
公

的
事
業
制
度
の
確
立
」、「
緊
急

雇
用
創
出
事
業
」
の 

 

原
発
の
即
時
廃
炉
・
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の

転
換
、
電
気
料
値
上
げ
申
請
撤
回 

で
九
州
電
力
へ
要
請 

市役所への要請行動 

要
請
団
は
、
J

M

I

U
北
九
協
議
会
・
地

域
ユ
ニ
オ
ン
・
地
区
労
連
の
５
名
、
九
州
電
力

か
ら
広
報
室
の
３
名
が
対
応
し
ま
し
た
。 

原
発
の
即
時
廃
炉
・
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
、
電
気
料
値
上
げ
申
請
撤

回
を
も
と
め
る
要
請
書
を
提
出
後
、「
原
発
は
、

人
間
と
共
存
で
き
な
い
こ
と
」
、
「
核
燃
料
廃
棄

物
を
安
全
に
管
理
す
る
技
術
や
無
毒
化
す
る
手

段
を
人
類
が
も
っ
て
い
な
い
こ
と
」
、
「
国
が
定

め
て
い
る
原
子
炉
立
地
審
査
指
針
を
示
し
て
、

原
発
周
囲
に
ひ
と
が
住
ん
で
は
い
け
な
い
こ
と

が
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
等
原
子
炉
の
危
険

性
」
を
指
摘
し
、
即
時
原
発
廃
炉
に
向
け
た
対

応
を
進
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。 

九
電
か
ら
は
、「
原
発
事
故
を
起
こ
さ
な
い
安
全

管
理
の
構
築
と
電
力
提
供
の
効
率
性
か
ら
原
発

依
存
の
必
要
性
」
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

要
請
項
目
に
対
し
て
文
書
で
回
答
を
す
る
よ
う

に
九
電
側
に
伝
え
、
要
請
行
動
を
終
え
ま
し
た
。 
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